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第13号2014年10月10日　NPO法人・市民共同発電をひろげる城陽の会
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9月２１日に第６号機の点灯式　公的支援制度の活用では第１号

寺田西地域に個人宅おひさま発電所３．７１ｋｗ稼動

昨年１１月５日、１号機点灯式以来、１年余で６号機目の設置となりました。
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　あらす祭り事務局長その他でご多忙中の西さん宅に９月２１日、太陽光発電設備がついに設置されました。今回の設置費用は従来の会員の設置協力金以外に一部公的融資が含まれています。公的融資は京都府・京都市・中信などの協働による「きょうとＮＰＯ支援連携融資制度」です。この制度は昨年創設され、府内に事務所があり公益活動をしているＮＰＯを資金面から支援するものです。審査は非常に厳しく何度も書類の書き直し、資料の提出などがありましたが、関係者の協力で６号機の設置に間に合いました。本会にとっても新しい一歩を築いたおひさま発電所の稼動です。
パネルは京セラの３．７１kw、年間予測発電量　３８７４kwhです。

点灯式にはご近所の方など１２名の参加がありました。

　　点灯式での記念写真　　

市民共同発電で設置されたおひさま発電所

	　番号
	　年　月
	　　　ｋｗ
	場所

	1
	号機
	2013.10
	4.560 
	寺田深谷

	2
	号機
	2014.02
	4.560 
	観音堂巽畑

	3
	号機
	2014.03
	10.260 
	寺田深谷

	4
	号機
	2014.05
	3.600 
	寺田今堀

	5
	号機
	2014.08
	4.655 
	寺田丁子口

	6
	号機
	2014.09
	3.710 
	寺田西ノ口

	　
	計
	　６基
	31.345 
	ｋｗ　


　今年度も引きつづき再生可能エネルギーの普及に向けて一層奮闘しましょう。

ＮＰＯ法人市民共同発電をひろげる城陽の会企画　連続講演会　第1回

「省エネと再生可能エネルギーを考える講演会」にご参加を
　

太陽光発電や風力発電など再生可能エネルギーに関心が高まっています。また、白熱灯をＬＥＤ電球に換えると使用電力が八分の一、蛍光灯では二分の一になります。コンセントを抜くだけで待機電力を節約することが出来るなど身近ですぐに役立つに省エネに取り組んでおられる方々も多くなっています。また、温暖化防止に向けた活動や再生可能エネルギーを活用してまちづくりに取り組む人々もおられます。より多くの方々に温暖化防止や省エネ・再生可能エネルギーについて感心を持っていただこうと講演会を開催します。　ぜひご参加ください。入場は無料です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜城陽市に後援を申請中です＞

第１回

講師　　　神野　勝（エーシック㈱会長）

タイトル　「もったいない　省エネはトップの意識から」
日時　　　２０１４年１１月２２日（土）　午後２時から

場所　　　鴻巣会館　２階　会議室　

（城陽市寺田水度坂　52-0826　城陽駅から南へ5分）

＊ＬＥＤ電球などの製造をされているエーシック社（宇治市広野町）は省エネや太陽光発電分野でも活躍されている会社です。その創設者で元城陽市民の神野さんに省エネの取り組みなどをお話しいただきます。

	省エネ・節電で地球温暖化防止に貢献するLEDは世界の財産です。
ノーベル賞受賞者の方々に感謝・拍手！！　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第2回は来年1月１８日、大西　一三さん（南丹市大河内森林組合・組合長）に「まちづくりのおおきな力　太陽光・小水力発電（仮）」を、第３回は岩永　康弘さん（共立機工社長）に「レンズ風車で広がる風力発電（仮）」をお話いただく予定です

　チラシを同封しています、お知り合いの方をお誘い下さい。

　　　　　　　

☆書籍販売中　「脱原発・再生可能エネルギーとふるさと再生」村田・渡邉編1500円

　　　　　　　「原発といのちを考える」パンフ　原発を考えるびわ湖の会編  100円

LED販売中お買得例　

電球40W型6.0W485ﾙｰﾒﾝ980円

LED蛍光灯20W型9W1000ﾙｰﾒﾝ58㎝1980円

